
第212回東葛しぜん会観察会

遠藤鏡子（柏市）

春を待つ！利根運河

日 時：2026 年 3月 8日（日）9時 30分～12 時

場 所：利根運河（流山市）

一般参加者：大人21名、子ども 1名、スタッフ 19名 計 41 名

担当指導員：鈴木俊、鈴木と、遠藤鏡

花粉飛散真っ最中のシーズンだったこともあり花粉症による指導員、参加者ともに数名の

キャンセルもあり心配しましたが、当日は参加者を均等に分け、計 3班に分ける予定で準備

が進められ、計画通りに行うことができました。

今回の観察会のフィールドである利根運河は明治21（1888）年、お雇い外国人であるオラン

ダ人技師ムルデルの設計、監督により建設されました。自然の地形を巧みに利用し僅か2年

で完成したこの運河は、最盛期には高瀬舟、外輪蒸気船など年間4万隻が通過したこともあ

ったそうです。その後 次第に鉄道やトラックが普及し始め昭和 16（1941）年、運河として

の役割を終えた後は、市民の憩いの場所として現在も大切に保存、管理されています。

今回は聞く、触る、匂いを嗅ぐなどの五感を活用し春の兆しを参加者自身で感じてもらえれ

ばと思い一緒に歩きました。

運河の土手に植えられている樹木ではまだ開花は見られませんでしたが、冬芽のついた不定

枝(ひこばえ)などを観察し、なぜこのような枝が地面や幹から発生するのかその理由をみん

なで考えてもらい、樹皮に着生し成長する地衣類の生態の謎について考える場面では様々な

意見が飛び交い楽しむことができました。

土手の草地ではオオバコ科の仲間であるオオイヌノフグリ、フラサバソウ、コゴメイヌノフ

グリが続々と花を咲かせており、虫眼鏡で改めてこの小さな花の詳細を観察すると皆可愛ら

しい！と感激した様子でした。

利根運河の観察会当日は晴れたものの予想以上に風が強く、帽子を押さえながら声を張り

上げながらの観察となり、思うような案内ができなかったと思いました。実際、参加者から

も風が強すぎた、との感想が多く聞かれました。森林観察時に落枝の危険もあることから、

雨雪以外の荒天にも配慮すべきということを今後の反省点に含めたいと思います。

参加者全体の意見としては、立ち止まればこんな身近な自然にたくさんの気づきを感じる

ことができて良かったということでした。

利根運河は利根川と江戸川を結
ぶ役割や治水を担っている 説明

スイバ葉にコガタルリハムシの
卵 成虫を見つけて…

コゴメイヌフグリの 花や葉を
比較 観察


